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１番
（粗野な人）

裁判官
（勇）

それではただいまから評議に移りたいと思います。被告人は田所聡。職業は無職。前科・前歴はありません。被害者は山田花子。専門学校生。検察官が死刑を求刑している一方で、弁護側は１０年から１５年の有期懲役を望んでいます。犯罪事実について被告人は争っていませんので、犯罪事実は検察官の主張どおりということにします。次に、被告人の量刑について決めていきたいと思います。いきなり決めろと言われましても難しいと思いますので、まず参考としてこれまで裁判所はどのような判決をだしたのかを見ていきたいと思います。では鹿野裁判官、説明をおねがいします。

はい。ではお手持ちの資料とあわせてお聞きください。法務省の法務総合研究所の分析調査資料によりますと、「被害者が１人のケース」で死刑が選択された判決は限られたものになっているのが分かります。（１）身代金目的の誘拐の場合（２）生命保険金の入手目的で殺人（３）同じ種類の無期刑で仮出獄中の犯行であった――このように極めて悪質な事件の場合に限定しています。「被害者２人以上のケース」でも、殺人の７０％、強盗殺人の２７％では無期刑が選択され、死刑判決が「極めて慎重かつ謙抑的に適用されている状況」ではあります。しかし最近の判例で、一人の市長が拳銃で殺害された事案で死刑判決が出ています。今回考えられる刑は三種類です。まず、有期懲役。刑法の規定により有期刑、つまり懲役なん年という場合では最高が２０年までとなっていますから、２０年以内の懲役になります。それから２つ目が無期懲役、そして最後が死刑となります。

それでは実際に皆さんにお伺いしていきます。それでは司会を勇裁判官お願いします。

はい。今回裁判員の方に対しては、プライバシーを考慮いたしまして右の方から１番２番３番という風に呼ばせて頂くこととします。
それでは、まず、皆さんが公判を聞いてみて、最初にどういった意見をお持ちになられたかをお尋ねします。どういった刑を科すべきかを添えていただけるとありがたいです。では、一番の裁判員の方からお願い致します。

これまでの判決の資料と今回のものを合わせてみてみると、無期懲役が妥当なのじゃあないかなあ。

はい、では続いて２番の方。


２番
（クール）

（勇）

３番
（きゃぴきゃぴ）

裁判官
（鹿野）

３番

（勇）

４番
（気弱そうやさしそう）



（勇）

５番
（ばばさま）

（勇）

６番
（感情的
インテリ）
（勇）


（５番挙手）

被告人には前科・前歴がなく、被害者は1人、さらに自首をしていることを考えると死刑は重すぎ。懲役を科すのがいいかと。

３番の方。

ちょっとまだ自分の考えをまとめれていません。代わりと言ってはなんなのですが裁判官さんに質問！無期というけど一生刑務所にいるわけでもないんでしょ？私ニュースで見たことがあるの。

――鹿野の素晴らしき回答――


なるほどわかりました☆

では４番の方。

弁護人のいうように、懲役２０年くらいでいいのではないでしょうか。被告人の方は、幼いころから家庭の環境がよくなかったようですが、しかし肝臓を悪くする前はまじめに働いていたようにも思えます。そんな彼に死刑はあまりにもひどすぎるし、無期懲役でもこれまでの判例の事件を見ても重すぎる気がするのですが。

はい、では５番の方。

被害者の遺族の方の話を聞いていて思ったのですが、彼らを納得させるのは死刑という判決しかないとわたしは思うのです。

なるほど。それでは最後に６番の方。

人を殺したら命をもって償うのが当たり前でしょうが！刑法にも死刑を執行できると書いてある！だったら死刑でしょう！

はい。皆さんありがとうございました。では、これまででた意見に対して何か感想や質問はありませんか？評議は乗り降り自由です。最初の自分の意見が途中で変わっても全然かまいません。活発に討論しあいましょう。
はい。では５番の裁判員の方。

５番



２番




３番


鹿野？

３番


裁判長






勇
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６番





被告人の方に対してかなり寛大な心をお持ちな方がいらっしゃいましたが、では残された被害者家族の気持ちはどうするのでしょうか。あの方々の気持ちになって考えてはみないのですか。

（挙手して勇に当てられて）殺された家族の気持ちは家族にしかわからないでしょうね。私は子供もいないし、子供を失った親の気持ちなんてわかるわけがない。それに、逆に死刑を執行される側の被告人や、執行する側の刑務官の気持ちはどうなるのかしら？

（申し訳なさそうに挙手して）えっと、すみません、また裁判官さんに質問。死刑って実際どんなふうにされるんですか？

――涙を誘う鹿野の回答――

そうなんですかー。ありがとうございます。あ……ところで裁判長さんたちはどう思っているんですか？

私たち裁判官の意見は、やはり影響力があるものだとおもわれます。なので早々に私たちが口出しをしてしまいますと、論議がそこで停滞してしまう可能性があります。そのため、我々の意見は後ほど、ということでお願い致します。我々のような法律で凝り固まった意見ではなく、皆様のような国民がお持ちの感覚そのものの意見が欲しいのです。それこそがこの制度の趣旨なのですから。……では、評議を続けましょう（勇を見る）

（見られてうなずいて）では、ほかに意見のある方。

（挙手して当てられ）さっき、６番の人が、人を殺したら命で償うべきだといっていたじゃないか。聞いた話によりゃあ、年間で５０００人以上の人たちが交通事故でなくなっているそうだよ。あんたの考えじゃあ、その事故を起こした連中５０００人、全員死刑にしちまえってことか。

それは論点をすり替えているだけにすぎない！この被告人は殺意を持って、人を殺そうと思って殺したのだからね！……そうそう、これは私も人から聞いた話だがね、刑務所では毎年正月に「おせち料理」がでるらしいじゃないか！われわれの税金でこんなことがなされるのはまったくもってけしからん！
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６番

２番



勇
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１番
（６番を見ながら）
６番

勇


６番

２番

いや、受刑者の方々は、刑務所の中で更生しようと頑張っているのですから･･･

今回の被告人みたいな奴に更生なんてできるとでも！？

落ち着きましょうよ。感情丸出しではなにもならないわ。

（みんな黙る）

えー、では、今の、被告人が更生できるかもしれない、という点について皆さんどう思われますか

刑務所に入りたいが為の身勝手な犯行！なので更正可能性なし！

私が見た印象で、彼を単なる殺人鬼だと思えない。公判ではふてぶてしかったけれど、自暴自棄になってしまっているだけ。きちんとした矯正を行えば何十年か後には社会復帰できるでしょう。

僕も同じような意見です。恐縮です。被告人の方が、今までに何も事件を起こしていないのを考えれば、きっと社会に復帰できる気がします。

この数十年間の文化の発展には目を見張るものがありますわね。四十 (しじゅう)過 (す)ぎの中年男性が、5年後、10年後に出所したとしても、はたして社会の変化についてゆけるでしょうか。できずに行き着く先は結局刑務所……なんてこともあるかもしれませんね。

俺には正直わからんね。だけど、わからないから死刑というものでもないだろう？わからないからこそチャンスを与えるべきだろう。違うかい？

…う、うーむ。

（皆の様子を見て一拍置いて）それでは次に進みます。今回の事件が社会に与えた影響についてはどう思われますか？

そりゃあ大きいさ。このニュースを見て恐ろしくなった。

恐ろしくなったのは確かね。
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５番





６番



恐ろしいとは思うんですが、どうも実感がわかないのですよ。僕自身が被害にあう、なんてことが想像ができなくて……。

私は……私は、自分と同年代の子が殺されて凄くショックでした。私も今、大学１年生です。彼女も私も新しい生活をはじめ、新しい目標や希望、夢を抱えている。そんなときに殺されてしまうなんて、辛すぎます。考えられないです；；

それじゃあ彼女の恨みを晴らすためにも死刑かしら？

いいえ。被告人さんも頑張っていた時期はあったはずです。今のあの人のイメージはめちゃめちゃ悪いけど、実際、仕事があったときには、何も悪いことをしていなかったじゃないですか。被告人さんを死刑にしてそれで終わりっていうのは何か違うような。だって、また人が死んじゃうんですよ！？

※一同静まり返る――――

３番の方のように、逆に何か被告人に対して情状を酌量する点を考慮される方はいませんか？

確かに、被告人の方に前科がないのは尊重すべき点だと思います。でも、初めての過ちかもしれないけれども、この過ちは大きすぎると思うのです。だから、今後の被告人の方の態度を見ながらすべてを決めなければならないと思うのです。彼がどう変わっていくかの結論はすぐには出ないはずです。

やっぱ、働けないっていう環境が彼を一番不幸にさせたと思うんだよ。服役してもらって、刑務作業を通じて、働く幸せってもんを見出してほしいよ。

被告人の方が自首したのは、刑務所に入りたいがためだそうですね。そこに何か歯がゆさを感じていたのかもしれません。被告人の思い通りになってしまう、とね。しかし、死刑にしたところで何になるでしょうか。懲役に服していただき、社会の辛さや厳しさを知り、乗り越え、また貢献してもらう。それこそが意味のある判断なのではないでしょうか。皆様の話を通じ、今はそう思います。

えー…。私は絶対に死刑！……だと思っていた。しかし他の裁判員の話を聞いて悟ったのだが、私は余りに感情的になりすぎていた節があるね。そうそう、こういう話も聞いたことがあるのだが、刑務所では数字を繰り返し叫びながら行進したり、24時間行動を監視されて自由行動が制限されたり、男子受刑者は
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丸刈りが強制されてたり、それはもう軍隊みたいに「規律正しい生活」の指導をされてるそうだよ！……このような環境の下で被告人が反省をすることを願う。考えを改める。無期懲役が妥当だと思う。

皆さんの意見もよく固まってきたころだと思います。私の意見としては―――――――です。鹿野裁判官、どういった意見をお持ちでしょうか。

――――鹿野――――！

わかりました。では裁判長の意見をお伺いいたします。

（裁判長なんか言う）

はい。では、最後に求刑について決を採りたいと思います。皆さん自分の結論とあったものに挙手をお願い致します。では、死刑が妥当だと思われる方。いませんね。有期懲役刑だというかたは？こちらもいない。では無期懲役刑が妥当だという方。…私を含め、９名全員ですね。裁判長、以上です。

実に有意義な評議を執り行うことができました。これもお忙しい中、都合をつけて参加して下さった皆様のおかげです。この評決が彼にとっても、またこの社会にとっても有意義なものになるのを祈ります。これにて評議を終了します。皆様、お疲れ様でした。













